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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は, - ッカ属植物の放射線育種に関する基礎的研究の成果を, 2編7章にとりまとめたものであ

る｡

第1編は放射線感受性に関する研究であり, まず, ゲノウ構成の明らかにされている- ヅカ属の14の種

およびそれらの人為同質倍数体6系統ならびに種間交雑の Fl15系統の種子, 栄養茎または生体にⅩ線お

よびγ線を照射し, 照射線量と発芽率, 草丈, 稔性, 染色体行動, 生長点の組織学的構造などに現われる

障害の程度との関係を調べた｡ その結果, 放射線感受性は種または系統によって大きく異なるが, 照射の

方法や形質の種類とはほぼ無関係であることを認め, 種まは系統間の差異は主としてゲノム構成の違いに

よること, 関与する4種類のゲノムの放射線感受性の間には A≪R<S< J の関係があること, および放

射線抵抗性に関して雑種強勢的現象があることなどを明らかにした｡

つぎに日本- ヅカ(M.arvensisL.var.piPerascenS)について, 精油成分ならびに精油生産力構成形

質に関する放射線感受性を調べ, Ⅹ線の照射で遊離 mentholが増加する一方, 結合 mentholおよび

menthoneが減少すること, またその程度は菓位によって異なることを示した｡ また池腺の大きさや密度

あるいは根系の分布特性が照射線量によってかなり変化することを明らかにした｡

第2編は突然変異の誘起ならびに利用に関する研究であって, はじめに6つの種を供試し, 照射次代に

おける可視的変異体の出現に関する線量反応の傾向が, 従来詳細な結果の得られているイネ, ムギなどの

場合とともに変わらないことを示した｡

ついで, 7つの種を用いて精油成分含量の変異を, また日本- ッカの1品種を用いて銃病抵抗性の変異

を, いずれも照射当代 (Ⅹ1), 次代 (Ⅹ2) および Ⅹ2の栄養繁殖次代 (Ⅹ2_1) または種子繁殖次代 (Ⅹ3)

の各世代にわたって詳細に調査し, 精油成分に関しては, いずれの供試種においてもmenthol以外の主

成分が各世代で原種より減少する反面, 原種に存在しない成分が新たに出現する傾向を認め, また鏡病抵

抗性に関しては, 照射によって罷病程度に関する個体変異の巾が顕著に増大することおよび高度の抵抗性

-786-



個体がⅩ線よりもγ線で誘起されやすいことなどを明らかにした｡ なお, menthol高含量変異体について

は menthylacetate含有率による幼苗選抜が, また銃病高度抵抗性変異体については気孔の大きさ, 密

度および葉状による幼苗選抜が有効であることを示した｡

さらに, 誘起し得た多数の突然変異系統のうち, 早咲き, 旗性高含油量, 高度不稔, 鏡病躍病性, 崎型

などの系統について変異の遺伝学的解析を行ない, 早咲きの4 系統および倭性高含油量 6 系統中の5 系統

がいずれも互いに異なる1遺伝子の劣性突然変異によるものであること, あるいは高度不稔の1系統が1

遺伝子の劣性突然変異に起因する染色体不対合によるものであることなどを明らかにした｡

最後に, 日本- ヅカ (第 Ⅰ亜属) から得られた40日早咲きの突然変異体を利用して, 第 Ⅰ, 第Ⅱ両亜属

間の交雑を行ない, 第 Ⅰ亜属の花粉のⅩ線照射と受精膝の人工培養を併用することによって, 従来不可能

とされていた両亜属間の雑種の育成に成功した｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

栄養繁殖作物では, 種子繁殖作物に比べて放射線育種に関する研究のたちおくれが著しく, ことに- ッ

カについての研究は皆無に近い｡ さらに有用成分の改良が現在放射線育種の1 つの焦点とな ってきてお

り, その点からも- ヅカに関する研究の意義は大きい｡ 本研究はこのようら観点より, - ヅカ属植物の放

射線育種に関する基礎資料を得ようとしたものである｡

著者はまず, - ヅカ属の35の種または系統について, 放射線感受性に関する顕著な差異を見出し, この

差異が主としてゲノム構成の違いに基づくことを明らかにするとともに, 関与する4種類のゲノムの間の

感受性の大小関係を推定し, A ゲノムの感受性がとくに低いことを明示している｡ 従来放射線感受性を支

配する生物学的要因については数多くの研究によって分析が試みられているが, 本論文のごとくゲノム間

差異を明示し得たものは少ない｡ また mentholの生成に関与するAゲノムの放射線に対する高度抵抗性

を解明したことは, 今後の放射線育種に重要な示唆を与えるものである｡

つぎに著者は6つの種を供試して, 放射線による各種突然変異の誘起が- ッカ属においても比較的容易

であることを示し, ついで7つの種の精油成分含量の変異について, また日本- ッカの1品種の鋲病抵抗

性の変異について, いずれも繁殖特性を考慮して照射当代より, 詳細な継代調査を行ない, 照射によって

原種の主成分含量が減少したり原種にない新成分が出現したりする現負, あるいは銃病高度抵抗性個体が

Ⅹ線よりもγ線で生じやすい傾向のあることなどを把握し, 精油成分および銑病抵抗性に関する早期適技

法を考案している｡

著者はさらに, 数種類の誘起突然変異の遺伝学的解析を行なって, 変異体の選抜ないし利用の方法に重

要な理論的根拠を与え, 最後に, 日本- ヅカから得られた早咲き突然変異体を利用して, 従来不可能であ

った第 Ⅰ, 第Ⅱ両亜属間雑種の育成に成功している｡

以上のように, 本論文は栄養繁殖作物の放射線育種に関する基礎的問題の解明に重要な新知見を加えた

ものであり, 育種学ならびに- ッカ属の育種に寄与するところが大きい｡

よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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